
社会福祉法人太陽の家 行動計画（次世代育成法） 

 

職員及び有期雇用者 (以下「職員等」という。）が仕事と家庭生活の両立が図れるよう、柔軟

な働き方を導入するため、次のように行動計画を策定する。 

 

 

１ 計画期間 ２０２３年４月１日から２０２８年３月３１日までの５年間 

 

 

 

            

   

＜対策＞ 

●２０２３年４月～   職員等の業務改善（各課） 

年次有給休暇取得計画表作成（各課毎月） 

有休取得率を各課別にグラフ等で表し、職員へ周知 

（３ヶ月に１度） 

 

 

 

            

＜対策＞ 

●２０２３年４月～  対象業務や対象者、ルールや利用技術等を検討し、テレワーク運用 

のガイドラインを定める。 

            試行実施し、課題等を分析する。 

職員へ周知し、制度の利用促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１：職員等の年次有給休暇取得率の向上を目的とし、全体の有給休暇取得率３５％以上

の取得促進を行う。 

 

目標２：在宅勤務やテレワーク等の場所にとらわれない働き方を導入する。 



 

社会福祉法人太陽の家 行動計画（女性活躍推進法） 

 

 

職場環境の改善、合理化に努め、女性が男性と共に活躍し、できるだけ長く就業継続できるよ

う次の行動計画を策定する。 

 

 

１．計画期間： ２０２３年４月１日～２０２８年３月３１日 

 

２．課  題： ①女性職員の育児休業取得率が１００％なのに対し、 

男性職員の取得率が４１％と低い。 

 

②全職員で見ると女性の割合が高く、多部門で活躍しているが、 

男性に比べて女性の管理職の割合が１９％と低い。 

 

 

３．内  容  

 

   

 

＜取組内容＞ 

２０２３年４月～ 男性の育児休業制度について周知する（社内ポータルサイト掲示板等）。 

 

２０２３年４月～ 対象者となる男性職員が発生した場合、制度を周知し、育児休業取得 

の促進を行う。 

 

 

 

   

 

＜取組内容＞ 

２０２３年４月～ 管理職未満の職員に対し、年に一度キャリア面談を実施する。 

  

２０２３年４月～ 女性の管理職登用に関する調査･分析を行う。 

  

２０２３年４月～ 管理職候補となり得る職員に外部セミナーなどの受講機会を確保する。 

 

 

 

目標１：計画期間内に対象男性の育児休業取得率を５０％以上とする。 

目標２：管理職に占める女性の割合を２５％以上にする。 

    １名以上の女性役員（理事）を登用し、維持する。 


